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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　趾端部と、反対側の踵端部とを有し、且つ、前記趾端部と前記踵端部との間に延在する
対向する右側と、左側とを有する底を含み、
　該底に取り付けられる可撓性材料の第一甲を含み、該第一甲は、前記底から前記第一甲
の頂部縁部まで上向きに延在し、前記第一甲は、前記底右側、前底踵端部、及び、前記底
左側に沿って連続的に前記底から上向きに延在し、前記第一甲の前記頂部縁部は、前足開
口と、前記第一甲の内側の前記靴の内部への踵開口とを定め、
　前記底に取り付けられ、且つ、前記趾端部の周りに並びに前記趾端部を横断して延在す
る先芯を含み、該先芯は、前記第一甲の第一上方右側部分と第一上方左側部分とに直接的
に取り付けられ、
　爪革に直接的に取り付けられる舌部を含み、前記爪革は、前記先芯に直接的に取り付け
られ、
　前記底に近接して取り付けられる可撓性材料の第二甲を含み、該第二甲は、前記底から
前記第二甲の頂部縁部まで上向きに延在し、該頂部縁部は、前記第一甲の前記頂部縁部と
別個であり且つ離間し、前記第二甲は、前記底右側、前記底踵端部、及び、前記底左側に
沿って連続的に延在し、前記第二甲の前記頂部縁部は、前記前足開口及び前記踝開口の周
りに延在し、前記第二甲は、前記第一甲と重なり合い、且つ、前記第一甲を取り囲み、
　前記第一甲は、前記踝開口で前記第二甲を越えて前記底から上方に延在する、
　靴構造。
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【請求項２】
　前記前足開口を横断して延在し、且つ、前記底右側に沿う前記第一甲のみを前記底左側
に沿って延在する前記第一甲のみと接続する、少なくとも一つの調節可能な締結具をさら
に含む、請求項１に記載の靴構造。
【請求項３】
　前記第二甲は、前記少なくとも一つの調節可能な締結具と別個であり、前記少なくとも
一つの調節可能な締結具と接続されない、請求項２に記載の靴構造。
【請求項４】
　前記少なくとも一つの調節可能な締結具は、紐であり、該紐は、前記前足開口を横断し
て延在し、前記底右側に沿って延在する前記第一甲と、前記底左側に沿って延在する前記
第一甲とを相互接続する、請求項２に記載の靴構造。
【請求項５】
　前記前足開口の一方の側の上の前記第一甲の上の第一の複数の紐孔と、該第一の複数の
紐孔と反対の前記前足開口の側の上の前記第一甲の上の第二の複数の紐孔と、前記前足開
口の一方の側の上の前記第二甲の上の第三の複数の紐孔と、該第三の複数の紐孔と反対の
前記前足開口の側の上の前記第二甲の上の第四の複数の紐孔とをさらに含む、請求項４に
記載の靴構造。
【請求項６】
　前記紐は、前記第一及び第二の複数の孔の紐孔を通じて延在し、前記第三及び第四の複
数の孔の孔を通じて延在しない、請求項５に記載の靴構造。
【請求項７】
　前記第二甲は、前記第一甲の大部分と重なり合う、請求項１に記載の靴構造。
【請求項８】
　前記第二甲の前記頂部縁部は、前記第一甲に取り付けられない、請求項１に記載の靴構
造。
【請求項９】
　前記第一甲及び前記第二甲は、同じ可撓性材料で構成される、請求項１に記載の靴構造
。
【請求項１０】
　前記第一甲の前記可撓性材料は、前記第二甲の前記可撓性材料と異なる視覚的外観を有
する、請求項１に記載の靴構造。
【請求項１１】
　趾端部と、反対側の踵端部とを有し、且つ、前記趾端部と前記踵端部との間に延在する
対向する右側と、左側とを有する底を含み、
　該底に取り付けられ、且つ、前記底右側、前記底踵端部、及び、前記底左側に沿って連
続的に前記底から上向きに延びる可撓性材料の第一甲を含み、該第一甲は、前記底右側及
び前記底左側から上向きに延びる前記第一甲の部分の間に前足開口を有し、前記第一甲は
、前記底右側、前記底踵端部、及び、前記底左側から上向きに延びる前記第一甲の部分の
間に踝開口を有し、
　前記底に取り付けられ、且つ、前記趾端部の周りに並びに該趾端部を横断して延在する
先芯を含み、該先芯は、前記第一甲の第一上方右側部分に近接して並びに前記第一甲の第
一上方左側部分に近接して前記第一甲に直接的に取り付けられ、
　前記先芯に取り付けられる舌部を含み、
　前記底に近接して取り付けられ、且つ、前記底右側、前記底踵端部、及び、前記底左側
に沿って連続的に前記底から上向きに延びる可撓性材料の第二甲を含み、該第二甲は、前
記第一甲と重なり合い、且つ、前記第一甲を取り囲み、
　前記第一甲は、前記踝開口で前記第二甲を越えて前記底から上方に延び、
　前記底右側に沿って、前記第一甲は、前記第二甲よりも前記趾端部に更に趾方向に延び
、
　前記前足開口の一方の側の上の前記第一甲の上のみの第一の複数の孔と、該第一の複数
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の孔と反対の前記前足開口の側の上の前記第一甲の上だけの第二の複数の孔を含み、該第
一の複数の孔及び該第二の複数の孔は、前記第一甲の鍔縁部から前記先芯への長さに沿っ
て延び、
　前記前足開口の一方の側の上の前記第二甲の上だけの第三の複数の孔と、該第三の複数
の孔と反対の前記前足開口の側の上の前記第二甲の上だけの第四の複数の孔を含む、
　靴構造。
【請求項１２】
　前記前足開口を横断して延在し、前記第一及び第二の複数の孔だけの孔を相互接続する
、少なくとも一つの調節可能な締結具をさらに含む、請求項１１に記載の靴構造。
【請求項１３】
　前記前足開口を横断して並びに前記第一及び第二の複数の孔だけの孔を通じて延在する
、少なくとも一つの紐をさらに含む、請求項１１に記載の靴構造。
【請求項１４】
　前記第二甲は、前記第一甲の大部分と重なり合う、請求項１１に記載の靴構造。
【請求項１５】
　前記第二甲の頂部縁部は、前記第一甲に取り付けられない、請求項１１に記載の靴構造
。
【請求項１６】
　前記第一甲の前記可撓性材料は、前記第二甲の前記可撓性材料と異なる視覚的外観を有
する、請求項１１に記載の靴構造。
【請求項１７】
　底趾端部と、底右側と、底踵端部と、底左側とを有する靴底を含み、
　該靴底に取り付けられ、且つ、該靴底から上向きに延びる第一甲を含み、該第一甲は、
靴着用者の足のそれぞれの右側及び左側を覆って被覆するような寸法とされる第一右側部
分及び第一左側部分と、前記靴着用者の足の踵を覆って被覆するような寸法とされる第一
後方部分とを有し、前記第一右側部分及び前記第一左側部分は縁部を有し、該縁部は、前
記第一右側部分及び前記第一左側部分の前記縁部の間に、前記第一甲の第一前足開口を定
め、前記第一後方部分は、縁部を有し、該縁部は、前記第一右側部分及び前記第一左側部
分の前記縁部と共に、前記第一右側部分の前記縁部、前記第一後方部分の前記縁部、及び
、前記第一左側部分の前記縁部によって取り囲まれる前記第一甲の踝開口を定め、
　前記第一右側部分、前記第一後方部分、前記第一左側部分は、前記底右側から前記底踵
端部を回って前記底左側に前記靴底に沿って連続的に延び、
　前記靴底に取り付けられ、且つ、前記底趾端部の周りに並びに前記底趾端部を横断して
延在する先芯を含み、該先芯は、前記第一右側部分に近接して前記第一甲に直接的に取り
付けられ、且つ、前記第一左側部分に近接して前記第一甲に直接的に取り付けられ、
　爪革に直接的に取り付けられる舌部を含み、前記爪革は、前記先芯に直接的に取り付け
られ、
　前記靴底に近接して取り付けられ、前記靴底から上向きに延び、且つ、前記第一甲と重
なり合う第二甲を含み、該第二甲は、重なり合い且つ前記第一甲のそれぞれの第一右側部
分及び第一左側部分と別個である第二右側部分と第二左側部分とを有し、前記第一甲の前
記第一右側部分は、前記第二甲の前記第二右側部分よりも前記靴底に沿ってより趾方向に
延び、前記第二甲は、重なり合い且つ前記第一甲の前記第一後方部分と別個である第二後
方部分を有し、
　前記第二右側部分、前記第二後方部分、及び、前記第二左側部分は、前記底右側縁部か
ら前記底踵端部を回って前記底左側縁部に沿って連続的に延び、
　前記第一甲は、前記踝開口で前記第二甲を越えて前記靴底から上方に延びる、
　靴構造。
【請求項１８】
　前記第二甲は、前記第一甲の大部分と重なり合う、請求項１７に記載の靴底。
【請求項１９】
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　前記前足開口を横断して延在し、且つ、前記第一甲の前記第一右側部分及び前記左側部
分のみを相互接続する、少なくとも一つの調節可能な締結具をさらに含む、請求項１７に
記載の靴底。
【請求項２０】
　前記前足開口の一方の側の上の前記第一甲の上の第一の複数の紐孔と、該第一の複数の
紐孔と反対の前記前足開口の側の上の前記第一甲の上の第二の複数の紐孔と、
　前記前足開口の一方の側の上の前記第二甲の上の第三の複数の紐孔と、該第三の複数の
紐孔と反対の前記前足開口の側の上の前記第二甲の上の第四の複数の紐孔とをさらに含む
、
　請求項１７に記載の靴底。
【請求項２１】
　前記紐は、前記第一及び第二の複数の孔の紐孔を通じて延在し、前記第三及び第四の複
数の孔の孔を通じて延在しない、請求項２０に記載の靴底。
【請求項２２】
　前記第一甲は、前記第二甲と異なる視覚的外観を有する、請求項１７に記載の靴底。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特異な審美的に心地よい外観をもたらすと同時に靴構造も強化する、新規な
靴構造に関する。具体的には、本発明は、靴が、靴底から上向きに延び且つ紐のような調
節可能な締結具によって着用者の足の周りに固定される第一甲と、靴底から上向きに延び
且つ靴の両側で並びに靴の後方で第一甲と重なり合う第二甲とを備える、靴構造に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　オックスフォード編上げバスケットボール靴（バスケットボールシューズ）は、多年に
亘って運動競技用に極めて大衆的に普及した靴である。より近年には、運動競技における
靴の使用に加えて、靴は、審美的に心地よい外観を有する快適なカジュアル靴（カジュア
ルシューズ）としても極めて大衆的に普及している。この種類の靴は、運動競技レジャー
靴（アスレジャーシューズ）として知られている。これは、可撓性があり通気性のある織
物、例えば、帆布（キャンバス）で構成される甲を有する、オックスフォード編上げバス
ケットボール靴に特に該当する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　オックスフォードバスケットボール靴又は運動競技レジャー靴一般の人気の増大に伴い
、ファッションの最新動向に遅れずについていくことによって靴の市場性を維持するため
に、新しい外観が探求されている。しかしながら、オックスフォード靴の快適な構造を維
持するために、ファッション動向に遅れずについていくための靴に対する変化は、靴の製
造において利用される織物の色又は模様における変化に限定されている。しかしながら、
靴を構築するのに利用される材料の色又は模様は限定的であり、靴の快適な構造を損ねず
に靴の新規で審美的に心地よい外観を提供する必要を生み出している。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、靴の快適な構造を損なわずに、オックスフォード編上げバスケットボール靴
の新規で審美的に心地よい外観を提供すると同時に、靴の構造を実際的に強化するという
問題を克服する。本発明は、元々の靴構造を実質的に変更せずに靴構造に新規な変更をも
たらす。本発明の運動競技レジャー靴は、大衆的に普及したオックスフォード編上げバス
ケットボール靴と基本的に同じ構造を有するが、靴の伝統的な甲と重なり合う追加的な外
側甲層を備え、靴のための新規で審美的に心地よい外観をもたらす。
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【０００５】
　本発明の靴構造は、典型的な運動競技レジャー靴、例えば、バスケットボールオックス
フォードの構造に利用される靴底と実質的に同じ靴底を有する。本発明の靴構造は、靴底
から甲の頂部縁部まで上向きに延びる甲も含み、頂部縁部は、靴の前足開口、及び、靴着
用者の足のための靴内部へのアクセスを提供する靴の踝開口を定める。舌部も前足開口を
通じて上向きに延びる。調節可能な締結具、好ましくは、紐が、前足開口を横断して延在
し、紐を締め且つ結ぶことによって靴着用者の足を覆って甲の両側を共に調節可能に固定
するが、これらは全て従来的である。
【０００６】
　本発明の靴の新規な構造は、靴底から上向きに延びる第二の外側甲によってもたらされ
る。第二甲は、内側甲の対向する左側部分及び右側部分を覆って上向きに並びに内側甲の
後方部分を覆って上向きに延びる。外側の第二甲は、基本的には、第一の内側甲と同じ構
造を有するが、内側甲と同程度には底から上向きに延在しない。これは外側甲の頂部縁部
より上の第一の内側甲の一部を露出する。加えて、第二の外側甲は、靴底での２つの重な
り合う甲の接続を除き、第一の内側甲に取り付けられないままとされる。第二の外側甲は
、第一の内側甲と同様の方法で紐アイレットを備えるが、紐は第二甲のアイレットを通じ
て延在せず、第一甲のアイレットを通じて延在するだけである。
【０００７】
　よって、二重に重なり合う甲を備える靴構造は、靴の快適な構造を損なわずに、新規で
審美的に心地よい外観を靴にもたらす。さらに、第一の内側甲と重なり合う第二の外側甲
を設けることによって、靴構造は、甲の二重に重なり合う層によって強化される。
【０００８】
　本発明のさらなる機能は、本発明の好適実施態様の以下の詳細な記載及び図面中に示さ
れている。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の左靴の前部を示す斜視図であり、本発明の右靴は左靴構造と鏡像複製で
ある構造を有する。
【図２】図１に示される靴を示す上面図である。
【図３】図１に示される靴を示す左側面図である。
【図４】図１に示される靴を示す右側面図である。
【図５】図１に示される靴を示す背面図である。
【図６】図１に示される靴を示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の運動競技レジャー靴１２の二重甲構造は、オックスフォード編上げバスケット
ボール靴の基本構造を有する。例外は、靴１２の新規な構造が、靴の第一の内側甲とは別
個の第二の外側甲を備えるということである。これは特異な審美的な外観を備える靴をも
たらし、靴甲に可撓性材料の二重層を提供することによって靴を強化する。図面中に示さ
れる靴１２の好適実施態様において、靴はハイトップ型オックスフォードバスケットボー
ル靴である。しかしながら、本発明の新規な着想は他の種類の靴にも利用され得ることが
理解されるべきである。本発明の靴１２の構造の殆どは従来的なオックスフォード編上げ
バスケットボール靴の構造と同じであるので、構造の従来的な機能はここでは一般的にの
み記載される。
【００１１】
　靴１２は、運動競技靴の底の構造に典型的に利用される弾性材料の構造である靴底１４
を有する。靴底１４は、従来的であるように、表底と、中底と、挿入物とで構成され得る
。靴底１４は、靴の牽引表面として機能する底部表面１６と、靴の内部２２内の反対の頂
部表面１８とを有する。靴１２のサイズは靴底の後方の踵端部２４から前方の趾端部２６
まで延びる長さを有し、靴１２は靴底の右側２８と左側３２との間の幅を有する。



(6) JP 5320620 B2 2013.10.23

10

20

30

40

50

【００１２】
　靴甲３４は、従来的であるように、靴底１４に固定され、靴底頂部表面１８から上向き
に延びる。靴甲３４は、可撓性材料、例えば、革又はキャンバスのような織物で構成され
る。甲２４は、靴底踵端部２４で靴底得頂部表面１８の周りに延在する。靴甲踵部分３６
は、靴底１８から、靴内部２２への踝開口４２を定める甲の鍔縁部３８まで上向きに延び
る。
【００１３】
　踵部分３６から、靴甲３４は、靴底右側２８及び靴底左側３２に沿ってそれぞれ前方に
延びる、右側部分４４と左側部分４６とを有する。靴甲右側部分４４は、靴底右側２８か
ら靴甲右側縁部４８まで上向きに延びる。靴甲左側部分４６は、靴底左側３２から靴甲左
側縁部５２まで延びる。図面中に見られるように、靴甲右側縁部４８及び靴甲左側縁部５
２は、靴甲鍔縁部３８の両側から靴底の前方趾端部２６に向かって前方に延びる。靴甲右
側縁部４８及び靴甲左側縁部５２の長さは、靴内部２２に開口する靴甲３４内の前足開口
５４を定める。
【００１４】
　靴甲３４は、靴底趾端部２６で靴底頂部表面１８の周りに並びに横断して延在する先芯
又は先革５６でも構成される。先芯５６は、靴甲右側部分４４と靴甲左側部分４６との間
に接続され、靴底趾端部２６に隣接して靴内部２２の一部を取り囲む。靴甲右側端部４８
及び靴甲左側縁部５２は、先芯５６から後方に延びる。
【００１５】
　第一の複数の孔６２が、靴甲右側部分４４上に設けられ、第二の複数の孔６４が、靴甲
左側部分４６上に設けられる。孔６２，６４は、好ましくは、紐開口であり、靴の前足開
口を覆う靴甲を閉じる紐の一部によって典型的に占められる靴甲上の開口を意味する。孔
６２，６４は、靴に紐開口を提供するあらゆる既知の手段によって、例えば、Ｄリング又
は高速紐縛りフック(speed　lacing　hook)によって提供され得る。しかしながら、本発
明の好適実施態様では、孔６２，６４は、靴甲右側部分４４上の第一の複数のアイレット
又はグロメット６６、及び、靴甲左側部分４６上の第二の複数のアイレット又はグロメッ
ト６８によって提供される。アイレット６６，６８は、所望の従来的な編上げ靴外観をも
たらす。孔６２，６４は、従来的であるように、靴甲の甲右側縁部４８に沿って並びに甲
左側縁部５２に沿って一列に配置される。図面中に見られるように、孔６２，６４は、靴
甲鍔縁部３８と靴甲先芯５２との間で、靴甲右側縁部４８及び靴甲左側縁部５２の実質的
全長に延在する。
【００１６】
　靴甲３４は、先芯５６の後方に位置付けられる爪革７２又は喉部と、爪革７２から前足
開口５４を通じて後方に延びる舌部７４とを含む。舌部７４は、靴甲右側部分４４及び靴
甲左側縁部５２の長さに沿って舌部の遠位端部に延びる。舌部７４は、舌部の右側縁部（
図示せず）と左側縁部（図示せず）との間の幅を有する。舌部の長さ及び幅は、舌部側部
縁部を靴甲右側部分４４及び靴甲左側部分４６の下にそれぞれ位置付け、舌部を靴の前足
開口５４を覆って延ばす。
【００１７】
　この時点までの靴１２の構造は、殆どの部分に関して、従来的である。本発明の特異な
靴構造は、靴底１４に同様に固定され且つ第一の内側靴甲３４の外側を覆う靴底頂部表面
１８から上向きに延びる第二の外側靴甲８４によってもたらされる。第二甲８４は、可撓
性材料、例えば、革又は織物で構成される。靴１２の外観を改良するために、第二甲８４
は、第一甲３４と異なる視覚的外観、例えば、異なる色で構成され得る。第二甲８４は、
靴底踵端部２４で靴底頂部表面１８の周りに延在する踵部分８６を備えても構成され得る
。第二甲踵部分８６は、靴底１４から第一甲３４の鍔縁部３８を取り囲む第二甲の鍔縁部
８８まで上向きに延びるが、第一甲３４の鍔縁部３８と別個であり且つ離間している。図
面中に見られるように、第二甲８４は、第一甲３４と同程度には靴底１４から上向きに延
びず、その結果、第一甲３４は、第二甲８４を越えて上向きに延びる。よって、第二甲鍔
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【００１８】
　第二甲踵部分８６から、第二甲は、それぞれの靴底右側２８及び靴底左側３２に沿って
前方に延びる右側部分９４及び左側部分９６を有する。第二甲右側部分９４は、第一甲右
側部分４４を覆って重なり合って延在し、靴底右側２８から第二甲の甲右側縁部９８まで
上向きに延びる。図面中に見られるように、第二甲は、第一甲と同程度には靴底から上向
きに延びず、従って、第二甲右側縁部９８は、第一甲右側縁部４８と別個であり且つ下に
離間する。第二甲左側９６は、靴底左側３２から第二甲左側縁部１０２まで上向きに延び
る。第二甲左側縁部１０２も、第一甲左側縁部５２と別個であり且つ離間する。
【００１９】
　第二甲の右側縁部９８及び左側縁部１０２は、基本的に同一の構造を有し、第一甲の右
側縁部４８及び左側縁部５２に沿って延在するが、第一甲縁部の下に離間する。よって、
靴１２の第一甲３４は、第二甲８４の頂部縁部を越えて上向きに突出し、第一甲３４の部
分が第二甲８４より上に見られることを可能にする。本発明の好適実施態様では、第二甲
８４は、第一甲３４の外部の大部分を覆って延在するが、第一甲３４と別個であり、より
多くの第一甲３４を露出するために、第一甲３４から下向きに引き離され或いは折り畳ま
れ得る。第一甲３４及び第二甲８４は、基本的には、２つの甲が靴底１４に付着される場
所でだけ互いに対して付着される。
【００２０】
　第三の複数の孔１０４及び第四の複数の孔１０６が、それぞれの第二甲右側部分９４及
び第二甲左側部分９６の上に設けられる。孔１０４，１０６は、基本的には、第一甲３４
の構造の記載中に前述されたのと同一の種類の孔６２，６４である。即ち、第三の複数の
孔１０４は、第二甲右側部分９４上の第三の複数のアイレット１０８によって提供され、
第四の複数の孔１０６は、第二甲左側部分９６上の第四の複数のアイレット１１２によっ
て提供される。アイレット１０８，１１２は、前述された第一甲３４上と同様に、第二甲
右側縁部９８及び第二甲左側縁部１０２に隣接して一列に配置される。しかしながら、第
三の複数のアイレット１０８を第四の複数のアイレット１１２と接続する紐又は他の調節
可能な締結具はない。
【００２１】
　本発明の好適実施態様において、第一甲右側部分４４と第一甲左側部分４６との間に延
在する調節可能な締結具は、靴紐１１４である。しかしながら、従来技術において既知で
あり且つ靴と共に使用される他の均等な締結具、例えば、弾性バンド又はマジックテープ
（登録商標）（ベルクロ）型ストラップも使用され得る。本発明の靴構造において、紐１
１４は、第一甲右側部分４４上の第一の複数のアイレット６６及び第一甲左側部分４６上
の第二の複数のアイレット６８を通じてのみ延在する。図面は、全てのアイレット６６，
６８を通じて延在し且つ前足開口５４を横断して延在する紐１１４を示している。代替的
な実施態様では、それぞれの第一甲３４のそれぞれの右側部分４４及び左側部分４６上の
、全てよりも少ないアイレット６６，６８が、紐１１４の一部を受容し得る。
【００２２】
　第二甲右側部分９４上のアイレット１０８及び第二甲左側部分９６上のアイレット１１
２を通じて延在する紐はない。第二甲８４のアイレットを通じる紐の不存在は、特異な外
観をもたらす。
【００２３】
　本発明の靴は、靴の具体的な実施態様を参照することによって上述されたが、以下の請
求項によって提供される意図される保護範囲から逸脱せずに、修正及び変更が既述の靴に
対して行われ得ることが理解されるべきである。
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